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二
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考
源
平
盛
衰
記
』（
元
禄
本
と
享
保
本
）

一
　
は
じ
め
に

徳
川
光
圀
（
一
六
二
八
〜
一
七
〇
〇
）
は
、『
大
日
本
史
』
編
纂
事
業
に
際
し
て
、

異
本
の
多
い
軍
記
物
語
を
史
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
諸
史
料
と
の
対
照
検
討
を
命

じ
た
（
１
）。
そ
れ
を
承
け
て
四
種
の
参
考
本
が
編
纂
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
『
参
考
保
元
物
語
』

『
参
考
平
治
物
語
』『
参
考
太
平
記
』『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
参

考
保
元
物
語
』『
参
考
平
治
物
語
』『
参
考
太
平
記
』
の
三
種
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八

七
）
の
完
成
後
ま
も
な
く
版
行
さ
れ
て
い
る
。『
参
考
太
平
記
』
は
元
禄
四
年
（
一
六

八
九
）、『
参
考
保
元
物
語
』『
参
考
平
治
物
語
』
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
一
）
の
版
行

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
の
完
成
は
、
光
圀
没
後
の
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
水
戸
史
館
雑
事
記
』
元
禄
十
五
年
閏
八
月
三
日
の

条
に
は
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
編
集
に
携
わ
っ
た
人
々
に
褒
美
が
く
だ
さ
れ
た
と
い

う
記
事
が
見
え
る
（
２
）。

一
　
参
考
盛
衰
記
出
来
候
ニ
付
於
江
戸
御
ほ
う
美
被
下
候
向
々

銀
三
枚
当
日
帰
番
被
仰
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
甚
平

同
二
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
松
又
之
進

同
一
枚
当
日
帰
番
被
仰
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
平
蔵

同
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
丈
介

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
六
平

（
以
下
略
）

ま
た
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
に
も
、
他
の
参
考
本
同
様
に
版
行
の
予
定
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
以
下
に
示
す
正
徳
三
年
（
一
七
一
二
）
刊
『
参
考
太
平
記
』
最
終
丁
所
載
の

「
彰
考
館
訂
本
刊
行
目
録
」
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
（
３
）。

一
　
新
編
鎌
倉
志
　
九
冊

一
　
医
宗
必
読
　
十
冊

一
　
参
考
太
平
記
四
十
一
冊

一
　
同
保
元
平
治
十
五
冊

一
　
同
源
平
盛
衰
記
〈
入
銀
〉
五
十
冊

（
略
）

元
禄
四
辛
未
年
二
月
二
十
五
日

正
徳
三
年
癸
巳
正
月
吉
日

六
角
通
御
幸
町
西
入
書
林
多
左
衛
門

『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
写
本
書
誌
調
査
報
告

知
的
財
産
学
部
　
知
的
財
産
学
科
　
　
　
岡
　
田
　
　
三
津
子

（
二
〇
〇
九
年
五
月
二
九
日
受
理
）



し
か
し
、
結
局
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
元
禄
十
五

年
の
完
成
後
も
、
編
纂
・
改
訂
作
業
が
続
行
さ
れ
た
こ
と
が
、
最
も
大
き
な
原
因
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
４
）。
そ
の
改
訂
作
業
は
長
期
に
亘
り
、
浄
書
本
が
幕
府
に
献
上
さ
れ

た
の
は
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
５
）。
元
禄
十
五
年
に
完
成

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
三
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
改
訂
作
業
が
続

け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

現
存
す
る
伝
本
が
す
べ
て
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
は
浄
書

本
の
完
成
後
も
版
行
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

江
戸
時
代
の
『
源
平
盛
衰
記
』
享
受
実
態
の
解
明
に
は
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
の

成
立
お
よ
び
そ
の
流
布
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
６
）。

本
稿
で
は
、
現
存
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
伝
本
の
書
誌
調
査
報
告
を
行
う
。
次
に
代

表
的
な
二
本
に
つ
い
て
比
較
を
行
い
、
現
存
伝
本
の
系
統
分
類
の
基
準
と
す
る
。
さ
ら

に
、
個
々
の
伝
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
大
ま
か
な
見
通
し
を
述
べ
る
。

二
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
写
本
書
誌
調
査
報
告

『
国
書
総
目
録
』
所
載
の
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
写
本
は
、
十
三
本
に
の
ぼ
る
。
こ

の
う
ち
、
所
在
が
確
認
で
き
た
伝
本
は
十
本
で
あ
る
（
７
）。
ま
た
、
津
市
津
図
書
館
に
は

『
国
書
総
目
録
』
に
未
掲
載
の
一
本
が
伝
存
し
て
い
る
（
８
）。

以
下
に
現
存
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
伝
本
の
書
誌
調
査
報
告
を
行
う
。
所
蔵
の
下
の

括
弧
内
は
伝
本
の
略
称
を
示
す
。
ま
た
、
各
伝
本
の
末
尾
に
記
し
た
調
査
年
月
日
は
、

当
該
伝
本
を
最
初
に
調
査
し
た
日
付
で
あ
る
。
伝
本
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
後
何
度
も
調

査
を
重
ね
た
も
の
も
あ
る
が
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
二
度
目
以
降
の
調
査
年
月
日
は

省
略
に
従
う
。

１
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
（
内
閣
Ａ
本
）

請
求
番
号
　
１
６
７
／
４
４

写
本

冊
数：

完
本

五
〇
冊
（
首
巻
一
冊
・
剣
巻
一
冊
・
巻
一
か
ら
巻
四
十
八
各
一
冊
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

白
（
後
補
）

帙
・
箱：

ナ
シ

表
紙
体
裁：

原
　
浅
黄
・
無
地

大
き
さ：

縦
―

２
８
・
４
糎
　
　
横
―

１
８
・
５
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

楮
紙
　
縦
―

１
８
・
１
糎
　
横
‐
３
・
４
糎

参
考
源
平
盛
衰
記
一
（
〜
四
十
八
止
）

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
巻
第
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
巻
第
四
十
八
目
録
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
巻
第
四
十
八
終
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

引
用
書
目：

通
計
百
十
六
部

本
文
字
高：

２
１
・
６
糎

半
葉
（
一
頁
）
九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁
・
振
り
仮
名
・
句
読
点
・
符
号
・
墨
滅
・
書
入
・
貼
紙
・
奥
書：

ナ
シ

印
記
　

各
冊
一
丁
表
右
下
・
二
丁
表
中
央
下
・
最
終
丁
右
下
「
日
本
政
府
図
書
」

各
冊
二
丁
表
（
本
文
第
一
丁
）
右
下
「
彰
考
館
」・「
浅
草
文
庫
」

１
　
浄
書
本
。
四
八
巻
附
剣
巻
　
今
井
弘
済
等
校
、
写

２
　
首
巻
表
紙
に
「
軍
記
一
ノ
三
」
の
貼
り
紙
　

（
二
〇
〇
六
年
八
月
二
二
日
調
査
）

２
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
（
内
閣
Ｂ
本
）

請
求
番
号：

１
６
７
／
３
９

写
本

冊
数：
五
〇
冊
（
二
種
の
取
り
合
わ
せ
本
。
①
②
と
区
別
し
て
示
す
。）

①
　
首
巻
一
冊
・
巻
二
か
ら
巻
八
の
十
一
冊
（
巻
三
か
ら
巻
五
は
上
下
二
分
冊

と
す
る
）

備
考
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②
　
首
巻
一
冊
・
巻
九
か
ら
巻
四
十
八
三
十
九
冊
（
巻
四
十
五
欠
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

白
（
後
補
）

帙
・
箱：

ナ
シ

表
紙
体
裁：

薄
茶
横
刷
き
目

大
き
さ：
①
　
縦
―

２
６
・
４
糎
　
　
横
―

１
９
・
３
糎
　

②
　
縦
―

２
６
・
４
糎
　
　
横
―

１
８
・
８
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

楮
紙
　
縦
―

１
８
・
２
糎
　
横
‐
２
・
８
糎

参
考
源
平
盛
衰
記
一
（
〜
四
十
八
）

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
巻
第
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
巻
第
四
十
八
目
録
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
巻
第
四
十
八
終
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

①
　
魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

②
　
魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

引
用
書
目
　
①
　
通
計
百
十
六
部

②
　
通
計
百
四
部

本
文
字
高
　
①
　
２
１
糎

②
　
１
７
・
５
糎

半
葉
（
一
頁
）
行
数：

九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁
・
振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点
・
符
号
・
墨
滅
・
書
入
・
貼
紙：

ナ
シ

奥
書巻

八
最
終
丁
裏

右
自
巻
一
至
巻
八
〈
十
一
冊
〉
明
治
九
年
小
河
一
敏
山
城
大
和
出
張
中
／

謄
写

巻
四
十
八
最
終
丁
裏

右
自
巻
一
至
巻
八
〈
十
一
冊
〉
明
治
九
年
小
河
一
敏
山
城
大
和
出
張
中
／

謄
写

首
巻
及
従
巻
九
至
巻
四
十
八
〈
巻
四
十
五
欠
〉
徳
川
昭
武
本
補
写

＊
巻
八
最
終
丁
裏
と
は
別
筆

巻
四
十
八
最
終
丁
裏
左
下
部

「
校
畢
」
と
墨
書
し
「
樹
下
」
の
朱
丸
印
を
捺
す
。

＊
二
種
の
書
写
奥
書
と
は
別
筆
。

印
記：

各
冊
一
丁
表
右
下
・
二
丁
表
上
部
中
央
「
修
史
局
図
書
印
」

各
冊
二
丁
表
上
部
「
日
本
政
府
図
書
」
朱
角
印

各
冊
二
丁
表
（
本
文
第
一
丁
）
右
下
・
最
終
丁
裏
「
内
閣
文
庫
」

１
　
取
り
合
わ
せ
本
。
下
小
口
に
「
参
考
源
平
盛
衰
記
一
（
〜
四
十
八
）」
と
墨
書
で

通
し
番
号
を
つ
け
て
い
る
。「
参
考
源
平
盛
衰
記
一
」
は
首
巻
（
凡
例
・
目
録
）
に

あ
た
る
。
巻
八
ま
で
の
十
一
冊
は
、
他
の
冊
に
比
し
て
五
ミ
リ
ほ
ど
幅
が
広
い
。
ま

た
、
巻
九
以
降
の
三
十
九
冊
は
、
本
文
共
紙
の
表
紙
を
つ
け
た
仮
綴
で
あ
っ
た
も
の

に
、
新
た
に
表
紙
を
つ
け
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
同
一

書
と
認
定
し
、
同
じ
体
裁
の
表
紙
を
つ
け
、
取
り
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

２
　
徳
川
昭
武
本
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
改
訂
史
蹟
集
覧
本
出
版
の
際
に

底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
内
閣
Ｂ
本
の
巻
四
十
八
最
終
丁
裏
に
言
う
「
徳
川

昭
武
本
」
と
、
史
籍
集
覧
本
の
底
本
は
、
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

（
二
〇
〇
六
年
八
月
二
二
日
調
査
）

３
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
静
嘉
堂
本
）

請
求
番
号：

２
―
５
７
３
／
４
９
／
５
１
６
―
１

写
本

冊
数：

完
本

四
九
冊
（
首
巻
一
冊
。
巻
一
か
ら
巻
四
十
八
各
一
冊
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

葡
萄
茶
（
全
冊
綴
じ
直
し
の
跡
あ
り
）

帙
・
箱：
ナ
シ

表
紙
体
裁：
原
　
縹
無
地

大
き
さ：

縦
―

２
７
・
６
糎
　
　
横
―

１
９
・
２
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

備
考
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題
簽：

楮
紙
　
縦
―

１
８
・
１
糎
　
横
―

‐
３
・
４
糎

参
考
源
平
盛
衰
記
一
（
〜
四
十
八
）

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
四
十
八
目
録
）

尾
題：
参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
四
十
八
終
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

引
用
書
目：

通
計
百
十
六
部

本
文
字
高：

２
２
・
５
糎

半
葉
（
一
頁
）
行
数：

九
行

本
文
仮
名
用
字
　
カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点
・
墨
滅：

ナ
シ

書
入：

マ
レ

貼
紙：

ナ
シ

印
記：

各
冊
一
丁
表
右
下
「
松
井
蔵
書
」・「
賜
蘆
文
庫
」

各
冊
二
丁
表
右
下
「
静
嘉
堂
所
蔵
」

１
　
賜
蘆
文
庫
は
幕
末
の
弘
前
藩
士
新
見
正
路
の
蔵
書
で
あ
る
（
９
）。
静
嘉
堂
文
庫
に
は
正

路
の
蔵
書
目
録
『
賜
蘆
蔵
書
目
録
』（
写
本
三
冊
）
が
あ
る
。
そ
の
「
雑
書
九
」
の

項
に
「
参
考
源
平
盛
衰
記

写
五
十
冊

合
十
三
冊
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
該
本
が
新
見
正
路
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
は

四
十
九
冊
で
あ
る
が
、
元
来
は
「
剣
巻
」
一
冊
も
併
せ
持
っ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

早
稲
田
大
学
蔵
写
本
『
賜
蘆
書
院
蔵
書
目
録
』（
転
写
本
）・
内
閣
文
庫
蔵
写
本
『
賜

蘆
書
院
蔵
書
目
録
』（
転
写
本
）
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

２
　
凡
例
に
は
他
の
参
考
本
同
様
、
十
一
種
の
対
校
本
を
掲
げ
る
が
、
齋
田
本
・
烏
丸

本
・
慶
長
本
・
活
字
本
・
奈
佐
本
な
ど
、
凡
例
に
記
さ
な
い
伝
本
を
注
に
用
い
て
い

る
。
以
下
に
そ
の
例
を
掲
げ
る
。

【
例
１
】
平
文
ノ
狩
衣
〈
齋
田
本
狩
衣
作
直
垂
〉（
巻
十
「
中
宮
御
産
事
」）

備
考

【
例
２
】
成
頼
ハ
高
野
ノ
雲
ニ
身
ヲ
交
へ
〈
烏
丸
本
云
、
宰
相
入
道
成
頼
ハ
、
高
野
ノ

霧
ニ
マ
シ
ハ
リ
、
民
部
卿
入
道
親
範
ハ
大
原
ノ
霧
ニ
ウ
ツ
モ
レ
テ
云
々
〉（
巻

十
二
「
静
憲
参
鳥
羽
殿
事
」）

【
例
３
】
十
五
年
ノ
〈
五
年
当
作
四
年
、
慶
長
本
作
十
四
年
為
是
仁
安
元
年
至
治

承
三
年
実
十
四
年
〉（
巻
十
二
「
行
隆
召
出
事
」）

【
例
４
】
木
曽
カ
嫡
子
清
水
〈
活
字
本
作
妙
美
水
〉
（
巻
二
十
八
「
頼
朝
義
仲
仲

悪
事
」）

【
例
５
】
齋
宮
女
御
〈
長
門
本
作
大
宮
女
御
如
白
本
紫
野
女
御
奈
佐
本
柴
野
女

御
並
無
所
考
〉（
巻
一
「
得
長
寿
院
導
師
事
」）

例
４
に
示
し
た
活
字
本
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
古
活
字
本
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。

古
活
字
本
に
お
い
て
「
妙
美
水
（
し
み
ず
）」
の
用
字
の
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る

た
め
で
あ
る
（
10
）。

齋
田
本
・
烏
丸
本
・
慶
長
本
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
が
、
注
の

在
り
方
か
ら
当
時
流
布
の
『
平
家
物
語
』
伝
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
奈
佐
本
の
本
文
は
、
古
本
系
盛
衰
記
伝
本
の
う
ち
Ｂ
系
写
本
の
本

文
と
一
致
し
て
い
る
（
11
）。
享
保
十
六
年
の
浄
書
本
完
成
後
、
何
者
か
が
新
た
な
注
を
加
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
12
）。

静
嘉
堂
本
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
八
年
三
月
一
二
日
調
査
）

４
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
書
陵
部
本
）

請
求
番
号：

２
５
４
／
１
７
０

写
本
　

完
本

二
四
冊
（
第
一
冊
に
は
凡
例
・
総
目
録
・
剣
巻
・
巻
一
・
巻
二
を
合
冊
す
る
。

巻
三
以
降
、
二
巻
一
冊
と
す
る
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

薄
茶

帙
・
箱：

ナ
シ

表
紙
体
裁：

原
（
薄
茶
無
地
）

大
き
さ：
縦
―

２
７
・
４
糎
　
　
横
―

１
８
・
３
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

楮
紙
　
縦
―

１
８
・
３
糎
　
横
―

３
・
７
糎
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参
考
源
平
盛
衰
記
一
　
二
（
〜
四
十
七
四
十
八
）

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
巻
第
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
巻
第
四
十
八
目
録
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
巻
第
四
十
八
終
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

引
用
書
目：

通
計
百
十
六
部

本
文
字
高：

２
１
・
９
糎

半
葉
（
一
頁
）
行
数：

九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点：

ナ
シ

符
号：

ナ
シ

墨
滅：

マ
レ

書
入：

マ
レ
（
本
文
同
筆
）

貼
紙：

マ
レ
（
本
文
同
筆
）

奥
書：

ナ
シ

印
記
　
各
冊
本
文
第
一
丁
表
右
上
部
「
御
譜
御
陵
両
桂
之
記
」「
図
書
寮
印
」

下
部
「
明
治
十
八
年
改
／
御
系
譜
係
」

１
　
京
大
本
・
東
大
本
と
同
一
の
「
古
本
」
の
書
き
入
れ
を
有
す
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。

又
九
月
十
八
日
九
郎
判
官
義
経
叙
従
五
位
下
ニ
検
非
違
使
如
元
（
巻
四
十
一

「
新
帝
御
即
位
付
義
経
蒙
院
宣
并
伊
勢
瀧
野
戦
事
」）

書
陵
部
本
・
京
大
本
・
東
大
本
い
ず
れ
も
、
傍
線
部
「
又
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て

「
古
本
盛
俊
渡
藤
渡
条
別
ニ
有
」
と
傍
書
す
る
。
関
連
箇
所
の
古
本
系
盛
衰
記
本
文
（
13
）は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
●
は
傍
線
部
の
記
事
が
な
い
こ
と
を
示
す
）。

慶
長
古
活
字
本
―
遂
ニ
亡
ニ
ケ
ル
コ
ソ
無
斬
ナ
レ
●
（
巻
四
十
一
「
伊
勢
瀧

野
戦
」
末
尾
）

元
和
寛
永
古
活
字
本
―
遂
ニ
亡
ニ
ケ
ル
コ
ソ
無
斬
ナ
レ
、
又
九
月
十
八
日
九
郎

備
考

判
官
義
経
叙
従
五
位
下
ニ
検
非
違
使
如
元
（
巻
四
十
一
「
新
帝
御
即
位
付

義
経

蒙
院
宣
并

伊
勢
瀧
野
戦
事
」
末
尾
）

慶
長
古
活
字
本
―
同
十
八
日
、
九
郎
判
官
義
経
叙
従
五
位
下
ニ
検
非
違
使
如
元
、

平
家
ハ
讃
岐
ノ
屋
嶋
ニ
有
ナ
山
陽
道
ヲ
打
靡
カ
シ（
巻
四
十
一「
盛
俊
渡
藤
渡
」）

元
和
寛
永
古
活
字
本
―
同
十
八
日
ニ
●
平
家
ハ
讃
岐
屋
島
ニ
有
ナ
カ
ラ
山
陽
道

ヲ
打
靡
カ
シ
（
巻
四
十
一
「
盛
綱
渡
藤
戸
児
島
合
戦
渡
付

海
佐
介
渡
海
事
」）

書
陵
部
本
・
京
大
本
・
東
大
本
の
「
古
本
」
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て

論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

２
　
巻
四
十
三
「
住
吉
明
神
」
の
注
と
し
て
、『
住
吉
旧
記
』
を
挙
げ
て
い
る
。

住
吉
旧
記
云

、
、
、
、
、

、
其
荒
魂
在
二

筑
紫
小
戸
一

、
和
魂
者
神
功
皇
后
征
二

三
韓
一

、
託
二

皇
后
体
一

循
二

行
四
方
一

遂
到
二

喃
州
之
地
一

宣
言
曰
真
住
吉
真
住
吉
国
也
、
因
鎮

座
其
地
名
曰
二

住
吉
一

云
々

「
住
吉
旧
記
云
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
「
神
書
抄
云
」
と
右
傍
書
を
し
て
い
る
。
同
様

の
ミ
セ
ケ
チ
は
京
大
本
に
も
存
す
る
。

（
二
〇
〇
六
年
九
月
一
五
日
調
査
）

５
　
彰
考
館
蔵
本
（
彰
考
館
本
）

彰
考
館
本
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
写
真
に
基
づ
く
調
査
結
果
に

よ
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
整
理
番
号：

Ｅ
７
１
８
（
３
２
―
４
８
―
２
）

請
求
番
号：

丑
―
二
一

写
本

冊
数：

完
本

二
四
冊
（
第
一
冊
に
は
、
首
巻
・
巻
一
・
巻
二
を
合
冊
す
る
。
巻
三

以
降
は
二
巻
一
冊
。
剣
巻
ナ
シ
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

不
明

帙
・
箱：

不
明

表
紙
体
裁：

原

大
き
さ：
不
明

見
返
し：
本
文
共
紙

題
簽：

源
平
盛
衰
記
　
一
　
二

内
題：

源
平
盛
衰
記
一
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目
録
題：

源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録

尾
題：

源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終

校
訂
者：

明
記
せ
ず

引
用
書
目：

通
計
四
十
六
部
（
備
考
２
参
照
）

半
葉
（
一
頁
）
行
数：

八
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

ナ
シ

句
読
点：

ナ
シ

符
号：

ナ
シ

墨
滅：

マ
レ

書
入：

マ
レ

貼
紙：

マ
レ
（
備
考
５
参
照
）

奥
書：

ナ
シ

印
記：

ナ
シ
　

１
　
題
簽
・
目
録
題
・
内
題
・
尾
題
す
べ
て
『
源
平
盛
衰
記
』
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

内
容
面
で
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
と
認
定
で
き
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
お
い
て
も
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。

２
　
章
段
目
録
は
、
無
刊
記
整
版
本
『
源
平
盛
衰
記
』
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
他
の
参
考
本
で
は
、
章
段
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
の
区
切
り
を
変

更
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

３
　
凡
例
に
は
、
対
校
に
用
い
た
平
家
物
語
と
し
て
以
下
の
五
本
を
挙
げ
て
い
る
。

一
　
印
本
者
所
行
干
世
所
謂
一
方
本
也

一
　
八
坂
本
者
所
謂
城
方
本
蓋
城
元
之
所
伝
也

一
　
鎌
倉
本
者
問
注
所
三
善
康
豊
所
自
書
者
得
之
干
鎌
倉
故
之
称
也

一
　
一
本
者
不
知
所
出
世
之
所
秘
亦
異
本
也

一
　
長
門
本
者
長
門
赤
間
関
阿
弥
陀
寺
所
蔵
本
也

通
常
の
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
凡
例
で
は
、
対
校
に
用
い
た
『
平
家
物
語
』
と
し
て

十
一
種
の
伝
本
を
挙
げ
て
い
る
。
右
に
示
し
た
五
本
は
、
そ
の
十
一
の
な
か
に
含
ま

れ
て
い
る
。

４
　
凡
例
に
掲
げ
る
引
用
書
目
は
、
以
下
の
四
十
六
部
で
あ
る
。

備
考

日
本
紀
、
続
日
本
紀
、
歴
代
皇
紀
、
一
代
要
紀
、
公
卿
補
任
、
百
練
抄
、
愚
管

抄
、
玉
海
、
吉
御
記
、
扶
桑
略
記
、
帝
王
編
年
記
、
紹
運
録
、
続
世
継
、
著
聞

集
、
金
葉
集
／
千
載
集
、
新
勅
撰
、
栄
花
物
語
、
大
和
物
語
、
袋
草
子
、
東
鑑
、

鴨
長
明
方
丈
記
、
長
明
発
心
集
／
宝
物
集
、
保
元
物
語
三
部
〈
刊
本
外
異
本
二

部
〉、
平
治
物
語

三
部
、
元
亨
釈
書
、
奥
羽
軍
記
、
徒
然
草
、
平
家
物
語
五
部

〈
刊
本
外
異
本
四
部
〉、
太
平
記
、
常
州
小
松
寺
縁
起
、
日
件
録
、
永
享
記
、
梅

園
随
筆
、
大
系
図
〈
考
訂
本
〉、
扶
桑
拾
葉
集
／
通
計
四
十
六
部

「
平
家
物
語

五
部
」
は
、
対
校
に
用
い
た
伝
本
と
し
て
凡
例
に
掲
げ
た
も
の
が
五
本

で
あ
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
（
備
考
３
参
照
）。
他
の
参
考
本
に
お
い
て
は
、
引

用
書
目
の
な
か
に
『
平
家
物
語
』
を
入
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
彰
考
館
本
で

は
、
保
元
平
治
太
平
記
と
並
記
し
て
『
平
家
物
語
』
を
挙
げ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
引
用
書
目
の
蒐
集
・
整
理
が
で
き
て
い
な
い
段
階
を
示
す
特
徴
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
。

５
　
貼
り
紙
・
書
き
入
れ
と
し
て
「
如
白
本
」
の
本
文
を
補
う
場
合
が
あ
る
。

【
例
１
】
彰
考
館
本
巻
三
「
実
定
厳
島
詣
」
の
注
「
月
に
嘯
テ
○
御
座
ケ
ル
」
の
横
に

「
如
白
本
云
、
琵
琶
ヒ
キ
朗
詠
シ
テ
云
々
」
と
貼
紙
を
付
す
。
史
蹟
集
覧
本
で
は
、

当
該
箇
所
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

月
ニ
嘯
テ
〈
如
白
本
云
、
琵
琶
ヒ
キ
朗
詠
シ
テ
云
々
〉
御
座
ケ
ル

【
例
２
】
巻
十
「
中
宮
御
産
」
の
記
事
「
大
治
二
年
九
月
十
一
日
」
の
注
と
し
て
、
彰

考
館
本
は
、「
印
本
作
朔
日
八
坂
本
作
七
日
非
也
」
と
記
す
。
そ
の
す
ぐ
横
に
「
如

白
本
作
十
二
日
」
の
貼
紙
を
付
し
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
史
蹟
集
覧
本
の
注
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

印
本
作
朔
日
伊
藤
本
八
坂
本
作
七
日
如
白
本
作
十
二
日
皆
非
也
。
歴
代
皇
記

一
代
要
記
等
諸
実
録
、
後
白
河
帝
降
誕
本
書
為
正
。

傍
線
部
が
彰
考
館
本
注
記
と
一
致
し
、
二
重
傍
線
部
が
貼
紙
と
一
致
し
て
い
る
。
例

１
・
例
２
い
ず
れ
の
場
合
も
、
彰
考
館
本
の
貼
紙
が
後
の
注
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

同
様
の
例
は
他
に
も
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
如
白
本
は
、
他
の
参
考
本
に
お
い
て
は
、

対
校
に
用
い
ら
れ
た
十
一
種
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
（
備
考
３
・
４
参
照
）。

６
　
以
上
の
特
徴
か
ら
、
該
本
は
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
編
纂
過
程
の
早
い
段
階
の
本

で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

（
二
〇
〇
九
年
三
月
一
一
日
）
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６
　
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
（
伊
達
文
庫
本
）

請
求
番
号
　
伊
２
１
０
・
３
／
ケ
２
―
３
／
５
０
・
５

写
本

冊
数：

完
本

五
〇
冊
（
首
巻
一
冊
、
巻
一
か
ら
巻
四
十
八
各
一
冊
、
剣
巻
一
冊
）

本
文
紙
質：

楮
紙
　

製
本
様
式
　：

袋
綴
　
　
綴
糸：

薄
茶

帙
・
箱：

ナ
シ

表
紙
体
裁：

原
　
縹
無
地

大
き
さ：

縦
―

２
８
・
７
糎
　
　
横
―

２
０
・
３
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

楮
紙
　
縦
―

２
０
・
１
糎
　
横
―

４
・
１
糎

参
考
源
平
盛
衰
記
一
（
〜
四
十
八
）

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
四
十
八
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
巻
第
四
十
八
終
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

引
用
書
目：

通
計
百
十
六
部

本
文
字
高：

２
２
・
４
糎

半
葉
（
一
頁
）
九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点：

ナ
シ

符
号：

ナ
シ

墨
滅：

ナ
シ

書
入：

ナ
シ

貼
紙：

ナ
シ

奥
書：

ナ
シ

印
記：

各
冊
一
丁
表
右
下
「
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
」

１
　
首
巻
見
返
し
ハ
ガ
レ
、
下
部
に
次
の
貼
り
紙
が
あ
る
。

「
国
史
第
八
十
号
　
　
五
十
冊
／
参
考
源
平
盛
衰
記
／
雑
史
、
四
号
」

２
　
巻
四
十
六
表
紙
見
返
し
ハ
ガ
レ
、
下
部
に
次
の
貼
り
紙
が
あ
る
。

「
和
史
／
参
考
源
平
盛
衰
記
　
五
十
冊
」

（
二
〇
〇
七
年
九
月
六
日
調
査
）

７
　
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
（
京
大
本
）

請
求
番
号
　
５
０
６
／
サ
／
１

写
本

冊
数：

十
九
冊
（
二
巻
一
冊
。
巻
九
か
ら
巻
十
四
・
巻
十
七
か
ら
巻
四
十
八
存
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　

綴
糸：

薄
茶

帙
　
箱
　
ナ
シ

表
紙
体
裁：

原

大
き
さ：

縦
―

２
７
・
５
糎
　
　
横
―

１
８
・
９
糎

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽
（
縦
―

１
８
・
１
糎
　
横
―

３
・
４
糎
）

参
考
源
平
盛
衰
記
　
九
　
十

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
九
（
〜
巻
第
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
九
目
録
（
〜
巻
第
四
十
八
目
録
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
九
終
（
〜
巻
第
四
十
八
終
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

本
文
字
高：

２
２
・
５
糎

半
葉
（
一
頁
）
九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：
ナ
シ

振
り
仮
名：
マ
レ

句
読
点：

ナ
シ

備
考

岡田　三津子
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符
号：

ナ
シ

墨
滅：

マ
レ
（
備
考
３
参
照
）

書
入：

マ
レ
（
備
考
２
参
照
）

貼
紙：

マ
レ
（
武
具
に
関
わ
る
こ
と
ば
が
あ
る
場
合
、
当
該
箇
所
下
部
に
貼
紙
を

す
る
場
合
が
あ
る
。
後
人
の
手
に
な
る
も
の
か
）

奥
書：
ナ
シ

印
記
　

各
冊
一
丁
表
右
下
に
「
和
学
講
談
所
」
朱
角
印
、「
温
故
堂
文
庫
」
朱
角
印

お
よ
び
「
小
室
三
吉
寄
贈
本
」
緑
角
印
。

各
冊
一
丁
表
右
上
に
「
明
治
三
三
年
三
月
二
〇
日
」
の
図
書
館
受
け
入
れ
印
。

各
冊
一
丁
表
右
上
「
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
」
朱
角
印
。

１
　
本
来
は
削
除
す
る
方
針
で
あ
っ
た
は
ず
の
漢
故
事
を
誤
っ
て
書
写
し
た
場
合
が
あ

る
。

２
　
書
陵
部
本
・
東
大
本
と
同
一
の
「
古
本
」（
古
本
系
盛
衰
記
本
文
）
の
書
き
入
れ

を
有
す
る
。

３
　
巻
四
十
三
「
住
吉
明
神
」
の
注
と
し
て
、『
住
吉
旧
記
』
を
挙
げ
て
い
る
。

住
吉
旧
記

、
、
、
、

云
、
其
荒
魂
在
二
筑
紫
小
戸
一
、
和
魂
者
神
功
皇
后
征
二

三
韓
一

、

託
二

皇
后
体
一

循
二

行
四
方
一

遂
到
二

喃
州
之
地
一

宣
言
曰
真
住
吉
真
住
吉
国
也
、

因
鎮
座
其
地
名
曰
二
住
吉
一
云
々

京
大
本
は
「
住
吉
旧
記
云
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
「
神
書
抄
云
」
と
右
傍
書
を
し
て
い

る
。
同
様
の
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
書
名
の
訂
正
は
書
陵
部
本
に
も
存
す
る
。

（
二
〇
〇
七
年
九
月
一
三
日
）

８
　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
東
大
本
）

請
求
番
号：

Ｇ
２
４
―
８
２
５
　

写
本

冊
数：

二
六
冊
（
巻
十
三
か
ら
巻
二
十
、
巻
二
十
五
か
ら
巻
四
十
四
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
　
綴
糸：

濃
茶
（
綴
じ
直
し
）

帙
・
箱：

ナ
シ

表
紙
体
裁：

原
、
縹
無
地
、
蝶
・
燕
文
様
型
押
し

備
考

大
き
さ：

縦
―

２
６
・
８
糎
　
横
―

１
８
・
８
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

（
縦
―

１
８
・
５
糎
　
横
―

３
・
９
糎
）

参
考
源
平
盛
衰
記
　
十
三

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
十
三
（
〜
四
十
四
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
第
十
三
目
録
（
〜
四
十
四
目
録
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
第
十
三
終
（
〜
四
十
四
終
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

本
文
字
高：

２
２
・
６
糎

半
葉
（
一
頁
）
九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点：

ナ
シ

符
号：

ナ
シ

墨
滅：

ナ
シ

書
入：

「
此
歌
一
行
ニ
書
ク
ヘ
シ
」
等
、
書
写
上
の
注
意
を
記
す
場
合
が
あ
る
。

貼
紙：

ナ
シ

奥
書：

ナ
シ

印
記
　
各
冊
本
文
第
一
丁
表
右
上
部
「
南
葵
文
庫
」

１
　
南
葵
文
庫
旧
蔵

２
　
京
大
本
・
書
陵
部
本
と
同
一
の
「
古
本
」（
古
本
系
盛
衰
記
本
文
）
の
書
き
入
れ

を
有
す
る
（
書
陵
部
本
備
考
２
参
照
）。

（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
七
六
日
調
査
）

９
　
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
本
（
平
沼
本
）

請
求
番
号
　
五
四
七
一

写
本

備
考
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冊
数：

四
六
冊
（
巻
四
十
七
・
巻
四
十
八
欠
。
巻
三
十
五
補
写
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

鶯
色

帙
　
箱：

ナ
シ

表
紙
体
裁：

原
　
茶
横
刷
き
目

大
き
さ：
縦
―

２
３
・
４
糎
　
　
横
―

１
７
・
１
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

楮
紙
　
縦
―

１
４
・
９
糎
　
横
―

３
・
３
糎

参
考
源
平
盛
衰
記
一
（
〜
四
十
六
）

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
四
十
六
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
四
十
六
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
四
十
六
）

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

本
文
字
高：

１
８
糎

半
葉
（
一
頁
）
九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点：

ナ
シ

符
号：

ナ
シ

墨
滅：

マ
レ

書
入：

マ
レ
　

貼
紙：

ナ
シ

奥
書：

ナ
シ

印
記：

各
冊
一
丁
表
右
上
「
武
渓
文
庫
」「
南
天
荘
」

各
冊
一
丁
表
右
下
「
新
堀
文
庫
」「
無
窮
会
神
習
文
庫
」

各
冊
最
終
丁
裏
「
武
渓
文
庫
」

１
『
平
沼
文
庫
蔵
書
目
録
』
第
二
輯
に
「
五
四
七
一
　
参
考
源
平
盛
衰
記
　
首
尾
欠
井

備
考

上
通
泰
氏
旧
蔵
　
写
四
六
」
と
あ
る
。

２
　
第
一
冊
表
見
返
し
に
以
下
の
墨
書
有
り

改
訂
史
蹟
集
覧
編
外
ニ
収
メ
タ
リ
。
但
コ
レ
ト
ハ
別
本
ナ
リ
。
惜
ム
ベ
シ
首

巻
ト
尾
二
巻
と
缺
ケ
タ
リ
。

３
　
巻
三
十
五
補
写
。
表
見
返
し
に
「
此
一
冊
補
写
」
と
墨
書
。

４
　
巻
三
に
以
下
の
メ
モ
が
挟
ま
れ
て
い
た
（
本
文
同
筆
）

公
卿
補
任
十
五
承
安
四
年
ノ
條
ニ
、
平
重
盛
〈
三
十
七
〉
七
月
八
日
右
大

将
同
廿
日
拝
賀
邦
綱
卿
以
下
公
卿
十
人
雲
各
廿
人
従

（
二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
八
日
調
査
）

１０

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
蔵
本
（
玉
里
文
庫
本
）

請
求
番
号
　
天
48
／
５
４
０
（
１
〜
５
０
）

写
本

冊
数：

完
本

五
〇
冊
（
首
巻
一
冊
・
剣
巻
一
冊
、
巻
一
か
ら
巻
四
十
八
各
一
冊
）

本
文
紙
質：

楮
紙

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

濃
茶
（
全
冊
綴
じ
直
し
た
形
跡
ア
リ
）

箱
（
寸
法
　
縦：

３
２
・
８
〈
３
０
・
８
〉
糎
　
横
２
４
・
８
〈
２
２
・
８
〉
糎

高
さ
５
５
・
６
糎
）（〈
〉
内
は
内
法
寸
法
）

箱
正
面
に
「
四
拾
八
番
／
参
考
源
平
盛
衰
記
五
十
冊
」
と
墨
書

表
紙
体
裁：

原
　
鳥
の
子
、
薄
茶
刷
き
目

「
軍
拾
七
番
」
の
墨
書
貼
紙

大
き
さ：

縦
―

２
８
・
９
糎
　
横
―

２
０
・
８
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

楮
紙
　
縦
―

２
０
・
４
糎
　
横
―

４
・
２
糎

参
考
源
平
盛
衰
記
一
（
〜
四
十
八
）

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
四
十
八
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
四
十
八
）

校
訂
者
氏
名

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校

引
用
書
目：

通
計
百
四
部
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本
文
字
高：

半
葉
（
一
頁
）
九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点：
ナ
シ

符
号：

ナ
シ

墨
滅：

多
数

書
入：

多
数

貼
紙：

マ
レ

１
　
各
冊
巻
末
に
書
写
者
の
氏
名
を
記
す
。
書
写
者
に
よ
っ
て
書
写
の
姿
勢
に
違
い
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
調
査
の
際
に
気
づ
い
た
各
冊
の
特
徴
を
（

）
内
に
記

す
。

首
巻
　
大
迫
藤
十
郎
謹
写
之

剣
巻
　
土
持
孫
兵
衛
田
部
永
徳
謹
書

巻
一
　
桑
山
十
之
助
謹
写
之

巻
二
　
八
木
平
太
郎
謹
写
之

巻
三
　
川
井
嘉
一
郎
謹
写
之

巻
四
　
千
頭

一
郎
写
之

巻
五
　
桑
山
十
之
助
謹
写
之
（
編
集
上
の
注
意
に
相
当
す
る
頭
書
多
し
。
貼
り
紙
、

メ
モ
等
の
写
し
多
し
）

巻
六
　
川
南
清
兵
衛
写
之

巻
七
　
池
田
仲
蔵
武
行
謹
写
（「
本
ノ
マ
マ
」
と
い
う
注
記
多
し
。
朱
書
に
よ
る
本

文
訂
正
多
し
。）

巻
八
　
村
岡
一
郎
次
写
之
（
朱
書
に
よ
る
訂
正
あ
り
）

巻
九
　
黒
葛
原
吉
左
衛
門
藤
原
兼
照
謹
写

巻
十
　
八
木
平
太
郎
謹
写
之

巻
十
一
　
志
木
正
兵
衛
（「
本
ノ
マ
マ
」
と
い
う
注
記
多
し
）

巻
十
二
　
黒
葛
原
吉
左
衛
門
藤
原
兼
照
謹
写
（
巻
九
と
同
名
。「
本
ノ
マ
マ
」
と
い

う
注
記
多
し
。
十
行
で
記
し
た
箇
所
に
対
し
て
「
此
丁
九
行
」
注
意
書
き
を
記
す
）

巻
十
三
　
村
岡
一
郎
次
写
之
（
巻
八
と
同
名
。「
本
書
一
行
脱
ス
」）

備
考

巻
十
四
　
志
木
正
兵
衛
（
巻
十
一
と
同
名
。「
本
ノ
マ
マ
」
と
い
う
注
記
多
し
。
虫

損
、
破
れ
ま
で
忠
実
に
模
写
す
る
）

巻
十
五
　
川
井
嘉
一
郎
謹
写
之
（
巻
三
と
同
名
。「
本
書
貼
紙
」「
本
書
白
紙
ヲ
覆
フ
」

「
本
ノ
マ
マ
」
等
、
親
本
の
状
態
を
丁
寧
に
注
記
す
る
）

巻
十
六
　
千
頭

一
郎
写
之
（
巻
四
に
同
じ
）

巻
十
七
　
川
井
嘉
一
郎
謹
写
之
（
巻
三
・
巻
十
五
と
同
名
）

巻
十
八
　
池
田
仲
蔵
武
行
謹
写
（
巻
七
と
同
名
）

巻
十
九
　
田
代
宗
之
丞
写
之

巻
二
十
　
左
近
允
清
兵
衛
純
以
謹
写

巻
二
十
一
　
山
田
壮
右
衛
門
謹
写
之

巻
二
十
二
　
志
木
正
兵
衛
（
巻
十
一
・
十
四
と
同
名
）

巻
二
十
三
　
脇
田
藤
次
郎
謹
写

巻
二
十
四
　
田
代
宗
之
丞
写
之
（
巻
十
九
と
同
名
）

巻
二
十
五
　
桑
山
十
之
助
謹
写
之
（
巻
五
と
同
名
）

巻
二
十
六
　
村
岡
一
郎
次
写
之
（
巻
八
・
十
三
と
同
名
）

巻
二
十
七
　
志
木
正
兵
衛
（
巻
十
一
・
十
四
・
二
十
二
と
同
名
）

巻
二
十
八
　
脇
田
藤
次
郎
謹
写
（
巻
二
十
三
と
同
名
）

巻
二
十
九
　
川
井
嘉
一
郎
謹
写
之
（
巻
三
・
十
五
・
十
七
と
同
名
）

巻
三
十
　
　
志
木
正
兵
衛
（
巻
十
一
・
十
四
・
二
十
二
・
二
十
七
と
同
名
）

巻
三
十
一
　
村
岡
一
郎
次
写
之
（
巻
八
・
十
三
・
二
十
六
と
同
名
）

巻
三
十
二
　
黒
葛
原
吉
左
衛
門
写
之

巻
三
十
三
　
桑
山
十
之
助
謹
写
之
（
巻
五
・
二
十
五
と
同
名
）

巻
三
十
四
　
土
持
孫
兵
衛
田
部
永
徳
謹
書
（
剣
巻
と
同
名
）

巻
三
十
五
　
志
木
正
兵
衛
（
巻
十
一
・
十
四
・
二
十
二
・
二
十
七
・
三
十
と
同
名
）

巻
三
十
六
　
八
木
平
太
郎
謹
写
之
（
巻
二
・
巻
十
と
同
名
）

巻
三
十
七
　
桑
山
十
之
助
謹
写
之
（
巻
五
・
二
十
五
・
三
十
三
と
同
名
）

巻
三
十
八
　
左
近
允
清
兵
衛
純
以
謹
写
（
巻
二
十
と
同
名
）

巻
三
十
九
　
桑
山
十
之
助
謹
写
之
（
巻
五
・
二
十
五
・
三
十
三
と
同
名
）

巻
四
十
　
　
土
持
孫
兵
衛
田
部
永
徳
謹
書
（
剣
巻
・
巻
三
十
四
と
同
名
）

巻
四
十
一
　
黒
葛
原
吉
左
衛
門
藤
原
兼
照
謹
写
（
巻
九
と
同
名
）

巻
四
十
二
　
左
近
允
清
兵
衛
純
以
謹
写
（
巻
二
十
・
三
十
八
と
同
名
）

巻
四
十
三
　
田
代
宗
之
丞
写
之
（
巻
十
九
と
同
名
）
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巻
四
十
四
　
川
井
嘉
一
郎
謹
写
之
（
巻
三
・
十
五
・
十
七
・
二
十
九
と
同
名
）

巻
四
十
五
　
桑
山
十
之
助
謹
写
之
（
巻
五
・
二
十
五
・
三
十
三
・
三
十
三
と
同
名
）

巻
四
十
六
　
志
木
正
兵
衛
（
巻
十
一
・
十
四
・
二
十
二
・
二
十
七
・
三
十
・
三

十
五
と
同
名
）

巻
四
十
七
　
村
岡
一
郎
次
写
之
（
巻
八
・
十
三
・
二
十
六
・
三
十
一
と
同
名
）

巻
四
十
八
　
脇
田
藤
次
郎
謹
写
（
巻
二
十
三
・
二
十
八
と
同
名
）

２
　
彰
考
館
に
お
け
る
編
纂
途
上
の
本
を
丁
寧
に
書
写
し
た
も
の
。
書
写
者
に
よ
っ
て

書
写
の
姿
勢
が
異
な
り
、
な
か
に
は
、
虫
損
・
破
損
の
跡
ま
で
丁
寧
に
模
写
し
た
も

の
も
あ
る
。

（
二
〇
〇
七
年
三
月
一
二
日
調
査
）

１１

津
市
津
図
書
館
有
造
館
文
庫
蔵
本
（
有
造
館
文
庫
本
）

写
本

冊
数：

完
本
四
八
冊
（
第
一
冊
に
は
凡
例
・
引
用
書
目
と
巻
一
を
合
冊
）

本
文
紙
質
（
楮
紙
）

製
本
様
式：

袋
綴
　
　
綴
糸：

白

帙
／
箱
　
ナ
シ

表
紙
体
裁：

原
　
　
薄
茶
横
刷
き
目

大
き
さ：

縦
―

二
六
・
四
糎
　
　
横
―

一
八
・
二
糎
　

見
返
し：

本
文
共
紙

題
簽：

ナ
シ

表
紙
右
上
部
に
「
参
考
源
平
盛
衰
記
　
巻
第
一
（
〜
四
十
八
）」
と
墨
書

で
打
付
書
き

内
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
（
〜
四
十
八
）

目
録
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
目
録
（
〜
四
十
八
）

尾
題：

参
考
源
平
盛
衰
記
巻
第
一
終
（
〜
四
十
七
）

巻
四
十
二
・
四
十
三
・
四
十
八
は
尾
題
ナ
シ

校
訂
者
（
各
巻
の
巻
頭
所
載
の
氏
名
）

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校
　

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校

引
用
書
目：

通
計
百
十
六
部

本
文
字
高：

２
１
・
７
糎

半
葉
（
一
頁
）
九
行
　

目
次：

九
行

本
文
仮
名
用
字：

カ
ナ

清
濁：

ナ
シ

振
り
仮
名：

マ
レ

句
読
点：

ナ
シ

符
号：

ナ
シ

墨
滅：

マ
レ

書
入：

マ
レ

貼
紙：

ナ
シ

奥
書：

ナ
シ

印
記：

各
冊
　
第
一
丁
表
右
上
部
「
有
造
館
蔵
書
印
」

各
冊
　
第
一
丁
表
右
下
部
「
津
市
図
書
館
蔵
書
之
印
」

１
　
『
有
造
館
文
庫
目
録
』（
津
市
図
書
館
発
行
、
平
成
一
六
年
）
五
一
頁
所
載
。「
江

戸
後
期
写
」
と
す
る
。

２
　
本
来
は
削
除
す
る
方
針
で
あ
っ
た
は
ず
の
漢
故
事
を
誤
っ
て
書
写
し
た
場
合
　
が

あ
る
。

３
　
巻
三
十
七
二
九
丁
裏
末
尾
に
「
此
間
落
丈
有
か
」
の
墨
書
　

（
二
〇
〇
九
年
五
月
一
一
日
調
査
）

付
　
改
訂
史
蹟
集
覧
本
（
底
本
徳
川
昭
武
本
）

徳
川
昭
武
本
を
底
本
と
し
て
、
明
治
十
五
年
三
月
か
ら
同
十
七
年
八
月
ま
で
の
間
に
、

数
冊
ず
つ
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
付
を
以
下
に
示
す
。

明
治
十
五
年
三
月
三
十
日
板
権
免
許

同
十
七
年
八
月
二
十
六
日
出
版
　
大
尾

著
者
相
続
人
／
兼
出
版
人
東
京
府
華
族
／
徳
川
昭
武
／
本
所
区
新
小
梅
町
一

出
版
発
兌
　
東
京
深
川
公
園
／
近
藤
活
版
所

現
在
、
一
般
に
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
史
蹟
集

覧
本
で
あ
る
。

備
考
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こ
の
他
に
同
名
で
異
な
る
内
容
の
も
の
が
二
種
存
す
る
。『
参
考
源
平
盛
衰
記
（
故

実
参
考
源
平
盛
衰
記
）』（
写
本
）
と
、
明
治
十
七
年
に
信
濃
新
聞
社
が
刊
行
し
た
『
参

考
源
平
盛
衰
記
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
本
稿
で
報
告
し
た
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
と

は
全
く
異
な
る
作
品
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
松
尾
葦
江
氏
の
紹
介
が
あ
る
（
14
）。

後
者
は
『
源
平
盛
衰
記
』
と
『
義
経
記
』
を
併
せ
て
、
読
み
物
風
に
大
幅
に
書
き
改

め
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
巻
十
二
は
、
そ
の
大
部
分
が
源
義
経
の
物
語
と
な
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
「
井
上
左
衛
門
義
経
を
見
遁
す
事
并
弁
慶
安
宅
関
に
て
勧
進
帳
を
読
む

事
」「
義
経
主
従
如
意
渡
を
越
る
事
并
山
伏
問
答
事
」
の
二
章
段
で
は
、
歌
舞
伎
「
勧

進
帳
」
の
詞
章
を
そ
の
ま
ま
嵌
め
込
み
、
平
泉
に
至
る
ま
で
の
義
経
一
行
の
苦
難
を
描

い
て
い
る
。
物
語
全
体
の
最
終
章
段
名
は
「
義
経
主
従
蝦
夷
渡
海
の
事
并
海
尊
都
に
止

ま
る
事
」
で
あ
る
。
義
経
伝
説
の
広
が
り
と
『
源
平
盛
衰
記
』
享
受
双
方
に
関
わ
る
興

味
深
い
例
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。

三
　
詳
略
二
本
の
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』（
元
禄
本
と
享
保
本
）

現
存
伝
本
の
系
統
分
類
の
基
準
と
す
る
た
め
に
、
代
表
的
な
二
本
に
つ
い
て
比
較
を

行
う
。
す
な
わ
ち
史
蹟
集
覧
本
（
徳
川
昭
武
本
）
と
内
閣
Ａ
本
で
あ
る
。

近
藤
瓶
城
は
、
史
蹟
集
覧
本
の
跋
文
に
お
い
て
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
に
は
「
詳
略

二
本
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）。

参
考
源
平
盛
衰
記
四
十
八
巻
、
併
首
一
巻
合
為
四
十
六
冊
、
是
水
戸
彰
考
館
所
蔵
完

本
也
。
ア
余
前
見
上
野
博
物
館
本
塙
氏
温
古
堂
本
、
二
書
同
出
其
引
用
平
語
数
本
、

及
東
鑑
諸
実
録
者
、
イ
摘
句
断
章
弁
章
各
書
異
同
耳
。
ウ
余
当
時
較
之
太
平
記
等
本
、

以
今
井
内
藤
二
氏
参
考
原
本
、
為
止
干
如
斯
者
。
壬
午
歳
及
編
纂
史
籍
集
覧
、
エ
請

徳
川
氏
抵
水
戸
閲
彰
考
秘
館
、
見
此
本
如
斯
引
拠
完
全
者
、
始
知
参
考
本
詳
略
二
本
。

夫
考
据
之
学
寧
繁
無
失
干
簡
、
况
此
本
金
甌
無
欠
乎
、
急
雇
兎
毫
氏
作
副
本
、
乞
館

督
栗
田
寛
氏
校
訂
一
過
、
余
亦
通
読
、
漫
為
句
読
、
以
付
手
民
云

明
治
十
七
年
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
瓶
城

近
藤
は
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
を
史
蹟
集
覧
に
収
載
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
上
野
博

物
館
本
と
塙
氏
温
古
堂
本
を
調
査
し
た
（
傍
線
部
ア
（
15
））。
そ
の
結
果
、
こ
の
二
本
の
注

釈
態
度
に
つ
い
て
「
摘
句
断
章
弁
章
各
書
異
同
耳
」
と
評
し
た
（
傍
線
部
イ
）。
つ
ま

り
近
藤
は
、
こ
の
二
本
が
『
参
考
太
平
記
』
等
の
参
考
本
に
比
し
て
、
諸
本
と
の
対
校

が
簡
略
す
ぎ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
近
藤
が
こ
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
は
、『
参

考
太
平
記
』を
は
じ
め
と
す
る
他
の
参
考
本
と
比
較
し
た
結
果
で
あ
っ
た（
傍
線
部
ウ
）。

そ
こ
で
近
藤
は
、
彰
考
館
本
を
調
査
し
、
水
戸
彰
考
館
本
四
十
六
冊
が
「
引
拠
完
全
」

な
る
本
で
あ
る
と
確
信
し
、
史
蹟
集
覧
本
の
底
本
と
し
て
選
ん
だ
（
傍
線
部
エ
）。
跋

文
に
は
彰
考
館
本
の
素
性
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
が
、
先
に
示
し
た
奥
付
か
ら
徳

川
昭
武
本
で
あ
る
と
わ
か
る
。

現
存
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
伝
本
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず

「
略
本
」
と
「
詳
本
」
の
特
徴
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
詳
本
」
の
代
表
的
伝

本
と
し
て
史
蹟
集
覧
本
を
、「
略
本
」
の
代
表
的
伝
本
と
し
て
内
閣
Ａ
本
を
取
り
上
げ

る
。内

閣
Ａ
本
は
、
享
保
十
六
年
の
浄
書
本
で
あ
り
、
長
年
に
亘
る
編
纂
作
業
を
経
た

『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
の
完
成
形
態
に
あ
た
る
。

一
方
の
史
蹟
集
覧
本
は
、
近
藤
が
述
べ
た
と
お
り
『
参
考
太
平
記
』
等
他
の
参
考
本

と
そ
の
注
釈
姿
勢
が
近
い
。
さ
ら
に
各
巻
巻
頭
所
載
の
校
訂
者
が
「
今
井
・
内
藤
」
の

二
氏
で
あ
り
、『
参
考
太
平
記
』
等
他
の
参
考
本
と
一
致
し
て
い
る
。
以
上
の
理
由
か

ら
史
蹟
集
覧
本
は
、
元
禄
十
五
年
の
第
一
次
完
成
時
の
形
態
を
留
め
る
も
の
と
判
断
し

て
よ
い
。

す
な
わ
ち
、
近
藤
の
言
う
「
詳
本
」
を
元
禄
時
の
第
一
次
完
成
本
、「
略
本
」
を
享

保
十
六
年
の
浄
書
本
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
16
）。

両
者
の
形
態
的
な
相
違
点
を
整
理
す
る
と
以
下
の
六
点
と
な
る
。

①
校
訂
者
氏
名

②
引
用
書
目

③
凡
例

④
宣
衡
本
の
消
滅

⑤
巻
の
区
切
り

⑥
巻
四
十
八
建
礼
門
院
関
連
記
事
の
整
理

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

第
一
に
、
本
文
第
一
丁
表
に
示
さ
れ
た
校
訂
者
の
相
違
が
あ
る
。
史
蹟
集
覧
本
で
は
、

以
下
の
二
名
で
あ
る
。

魯
齋
今
井
公
済
将
興
甫
　
考
訂

著
軒
内
藤
貞
顕
仲
微
甫
　
重
校

内
閣
Ａ
本
で
は
こ
の
二
名
に
加
え
て
次
の
一
名
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

砥
齋
栗
山
平
　
担
叔
甫
　
重
校
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校
訂
者
氏
名
に
よ
っ
て
、
当
該
伝
本
の
系
統
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
見
当
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
注
に
使
用
し
た
引
用
書
目
の
相
違
が
あ
る
。
凡
例
末
尾
所
載
の
引
用
書
目
一

覧
に
よ
れ
ば
、
史
蹟
集
覧
本
は
百
四
種
、
内
閣
Ａ
本
は
百
十
六
種
を
注
に
用
い
て
い
る
。

し
か
し
、
長
年
に
亘
る
編
集
の
過
程
で
引
用
書
が
加
え
ら
れ
た
結
果
、
十
二
種
が
増
え

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
内
閣
Ａ
本
の
段
階
で
削
除
さ
れ
た
書
目
と
、
追
加
さ
れ
た

書
目
と
が
あ
る
。
削
除
さ
れ
た
引
用
書
は
以
下
の
十
一
種
で
あ
る
（
五
十
音
順
に
示
す
（
17
））。

禁
秘
抄
／
古
語
拾
遺
／
聖
徳
太
子
伝
／
岡
崎
本
平
治
物
語
／
住
吉
旧
記
／
大
系
図

付
諸
氏
家
譜
／
扶
桑
拾
葉
集
／
本
朝
長
暦
／
本
朝
編
年
録
／
本
朝
文
粋
／
増
鏡

こ
の
う
ち
、『
大
系
図
付
諸
氏
家
譜
』
は
、『
尊
卑
分
脈
』
と
同
一
書
で
あ
り
、
引
用
書

目
の
整
理
統
一
の
結
果
、
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
18
）。

一
方
、
略
本
で
追
加
さ
れ
た
書
目
は
以
下
の
二
十
三
種
で
あ
る
。

大
鏡
裏
書
／
菅
家
文
草
／
貴
女
抄
／
金
渡
墨
跡
因
縁
／
魏
徴
碑
文
／
皇
胤
紹
運

録
／
後
宮
略
伝
／
齋
院
記
／
職
原
抄
／
神
書
抄
／
貞
観
政
要
／
続
日
本
後
紀
／
新

撰
姓
氏
録
／
徒
然
草
／
南
都
巡
礼
記
／
日
本
長
暦
／
女
院
小
伝
／
常
陸
国
正
宗
寺

所
蔵
系
図
／
翻
訳
名
義
集
／
三
善
清
行
意
見
封
事
／
文
徳
実
録
／
和
漢
合
運
／
和

漢
合
符

右
の
う
ち
『
住
吉
旧
記
』
と
『
神
書
抄
』
は
、
引
用
記
事
が
同
文
で
あ
り
、
引
用
書

目
を
訂
正
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
史
蹟
集
覧
本
で
は
、
巻
四
十
三
「
住
吉
明
神
」
の
注

と
し
て
、『
住
吉
旧
記
』
を
挙
げ
て
い
る
。

住
吉
旧
記
云
、
其
荒
魂
在
二

筑
紫
小
戸
一

、
和
魂
者
神
功
皇
后
征
二

三
韓
一

、
託
二

皇

后
体
一

循
二

行
四
方
一

遂
到
二

喃
州
之
地
一

宣
言
曰
真
住
吉
真
住
吉
国
也
、
因
鎮
座
其

地
名
曰
二
住
吉
一
云
々

内
閣
Ａ
本
で
は
、
同
文
の
注
記
を
載
せ
な
が
ら
、
引
用
書
目
の
み
が
「
神
書
抄
云
」
と

な
っ
て
い
る
。
書
陵
部
本
・
京
大
本
で
は
、「
住
吉
旧
記
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
、「
神
書

抄
」
と
書
名
を
訂
正
し
て
い
る
。『
住
吉
旧
記
』
も
『
神
書
抄
』
も
現
存
せ
ず
、
そ
の

詳
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
京
大
本
・
書
陵
部
本
は
、
浄
書
本
完
成
ま
で
の
中
間
形
態
と

考
え
ら
れ
る
（
19
）。

引
用
書
目
の
相
違
だ
け
で
も
、
難
渋
を
極
め
た
と
い
う
改
訂
作
業
の
跡
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
凡
例
の
相
違
（
改
訂
）
が
あ
る
。
史
蹟
集
覧
本
の
凡
例
冒
頭
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

撰
盛
衰
記
平
家
物
語
者
。
衆
説
不
知
孰
是
也
。
盛
衰
記
蓋
平
家
物
語
別
名
也
。

こ
れ
に
対
し
て
、
内
閣
Ａ
本
の
凡
例
は
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。

源
平
盛
衰
記
不
詳
何
人
所
撰
。
其
所
記
年
代
事
実
大
抵
与
平
家
物
語
相
類
而
同

異
詳
略
互
有
得
失
。

こ
こ
に
は
凡
例
の
冒
頭
部
分
の
み
を
掲
げ
た
が
、
次
に
示
す
「
宣
衡
本
」
の
問
題
も
含

め
て
凡
例
全
体
が
書
き
改
め
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

第
四
に
凡
例
に
お
い
て
「
宣
衡
本
」
に
言
及
す
る
か
否
か
の
相
違
が
あ
る
（
20
）。

史
籍
集
覧
本
凡
例
に
は
、
底
本
と
し
た
盛
衰
記
本
文
へ
の
疑
問
お
よ
び
校
訂
に
用
い

た
宣
衡
本
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

一
　
本
書
字
或
有
二

伝
訛
一

。
或
用
二

俗
字
一

而
不
レ

通
者
。
註
二

其
下
一

云
。
旧
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
レ

某
。
今
当
レ

作
レ

某
。
或
有
二

脱
字
衍
文
一

。
則
因
二

宣
衡
本
一

。
補
レ

之
訂
レ

之
。

一
　
称
二

宣
衡
本
一

者
、
中
御
門
正
二
位
大
納
言
宣
衡
卿
所
二

手
書
一

之
源
平
盛
衰

記
是
也
。
故
称
レ

之
。

内
閣
Ａ
本
の
当
該
箇
所
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
、
宣
衡
本
に
は
言
及
し
な
い
。

本
書
有
衍
脱
錯
誤
而
文
義
難
通
者
、
拠
異
本
或
実
録
直
刊
之
、
而
注
云
某
旧
誤
作

某
、
不
可
考
証
者
、
注
云
某
不
解
蓋
有
誤
、
其
他
不
関
事
実
牒
状
願
文
之
類
不
在

此
例
、

内
閣
Ａ
本
で
は
「
異
本
或
実
録
」
に
よ
っ
て
本
文
を
訂
正
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
史
蹟

集
覧
本
に
あ
っ
た
宣
衡
本
が
消
え
て
い
る
。

史
蹟
集
覧
本
・
内
閣
Ａ
本
と
も
に
、
底
本
と
し
た
盛
衰
記
本
文
を
訂
正
し
た
例
を
挙

げ
る
。梁

ノ
朱

〈
朱

旧
誤
作
周
伊
、
今
改
之
〉（
巻
一
「
平
家
繁
盛
并
得
長
寿
院

導
師
事
」）

次
に
、
史
籍
集
覧
本
が
宣
衡
本
を
用
い
て
本
文
訂
正
を
し
た
例
を
示
す
。

ア
ル
シ
ナ
キ
宿
ノ
軒
端
ニ
匂
ラ
メ〈
宣
衡
本
長
門
本
匂
梅
〉（
巻
二
「
清
盛
息
女
事
」）

巻
二
「
清
盛
息
女
」
に
お
い
て
、
清
盛
五
女
が
詠
ん
だ
和
歌
の
一
部
に
あ
た
る
。『
参

考
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
を
掲
げ
、
傍
線
部
に
つ
い
て
は
古
本
系
盛
衰
記
伝
本
の
異
同

を
示
し
た
。「
匂
ラ
メ
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
と
判
断
し
た
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』

の
編
者
が
、
宣
衡
本
と
長
門
本
の
本
文
「
匂
梅
」
を
掲
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
当
該
箇
所
の
内
閣
Ａ
本
の
注
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
、
宣
衡
本
に
は
言

及
し
な
い
。
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ア
ル
シ
ナ
キ
宿
ノ
軒
端
ニ
匂
ラ
メ
〈
長
門
本
匂
梅
〉

源
平
盛
衰
記

慶
長
古
活
字
本
・
静
嘉
堂
本
・
蓬
左
本
「
ム
メ
／
梅
」
元
和

寛
永
古
活
字
本
「
ラ
メ
」

現
在
、
参
考
本
の
中
か
ら
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
宣
衡
本
本
文
は
、
右
の
一
例
の
み

で
あ
る
。
ま
た
、
内
閣
Ａ
本
が
凡
例
か
ら
宣
衡
本
を
除
い
た
だ
け
で
な
く
、
注
か
ら
も

除
外
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

第
五
に
、
巻
三
十
九
と
巻
四
十
の
区
切
り
の
相
違
が
あ
る
。

史
蹟
集
覧
本

巻
三
十
九
末
尾
の
章
段
「
時
頼
横
笛
事
」

巻
四
十
冒
頭
の
章
段
「
法
輪
寺
事
付
中
将
相
見
瀧
口
并
高
野
山
事
」

内
閣
Ａ
本

巻
三
十
九
末
尾
の
章
段
「
時
頼
横
笛
付
法
輪
寺
事
法
輪
寺
事
旧
在
後
巻
首

」

巻
四
十
冒
頭
の
章
段
「
中
将
相
見
瀧
口
并
高
野
山
事
」

「
法
輪
寺
事
」
は
滝
口
横
笛
に
関
わ
る
傍
系
説
話
で
あ
り
、
維
盛
が
滝
口
と
出
会
う
巻

四
十
冒
頭
の
記
事
と
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
。
内
閣
Ａ
本
は
、
巻
四
十
冒
頭
に
位
置
し

て
い
た
「
法
輪
寺
事
」
を
巻
三
十
九
末
尾
に
移
し
、
滝
口
横
笛
説
話
と
し
て
の
ま
と
ま

り
を
持
た
せ
て
い
る
。

第
六
に
内
閣
Ａ
本
で
は
、巻
四
十
八
の
建
礼
門
院
関
連
記
事
を
整
理
し
て
い
る（〈

〉

は
目
録
の
下
の
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）。

史
蹟
集
覧
本
（
巻
四
十
八
目
録
）

女
院
吉
田
御
住
居
同
御
出
家
事

〈
此
段
只
有
長
門
本
、
按
此
段
所
載
既
出
干
第
四
十
四
巻
、
今
重
複
可
并
見
〉

女
院
寂
光
院
入
御
事

内
閣
Ａ
本
（
巻
四
十
八
目
録
）

女
院
寂
光
院
入
御
事

〈
前
段
載
女
院
吉
田
女
院
吉
田
御
住
居
同
御
出
家
事
既
出
干
第
四
十
四
巻
、

故
徐
之
〉

史
蹟
集
覧
本
で
は
、
吉
田
の
住
ま
い
で
の
建
礼
門
院
に
つ
い
て
は
既
に
巻
四
十
四
に
記

事
が
あ
り
巻
四
十
八
の
当
該
章
段
は
重
複
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
内
閣
Ａ
本
で
は
、「
女
院
吉
田
御
住
居
同
御
出
家
事
」
の
章
段
を
削
除
し
、
巻
四

十
四
と
の
記
事
の
重
複
に
よ
っ
て
削
除
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
。

以
上
が
、
史
蹟
集
覧
本
と
内
閣
Ａ
本
の
形
態
上
の
相
違
で
あ
る
。
も
っ
と
も
根
本
的

な
相
違
は
、
注
釈
姿
勢
そ
の
も
の
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
藤
は
そ

れ
を
「
如
斯
引
拠
完
全
者
（
史
蹟
集
覧
本
）」
と
、「
摘
句
断
章
弁
章
各
書
異
同
耳
（
内

閣
Ａ
本
）」
と
評
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
享
保
十
六
年
に
浄
書
本
と
し
て
幕
府
に
献

上
さ
れ
た
の
は
、
内
閣
Ａ
本
（
享
保
本
）
で
あ
り
編
纂
・
改
訂
作
業
に
携
わ
っ
た
人
々

に
と
っ
て
は
、
享
保
本
の
在
り
方
が
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
の
完
成
で
あ
っ
た
。

『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
編
纂
の
企
画
か
ら
享
保
十
六
年
の
浄
書
本
完
成
に
至
る
ま
で

に
は
、
何
段
階
に
も
わ
た
る
参
考
本
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
個
々
に
つ
い

て
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
段
階
に
お
け
る
位
置
付
け
の

見
通
し
を
述
べ
て
お
く
。

詳
本
（
元
禄
本
）
の
系
統

内
閣
Ｂ
本
（
②
）・
玉
里
文
庫
本
・
改
訂
史
蹟
集
覧
本
（
徳
川
昭
武
本
）

略
本
（
享
保
本
）
の
系
統

１
　
浄
書
本
と
そ
の
写
し

内
閣
Ａ
本
・
内
閣
Ｂ
本
（
①
）・
伊
達
文
庫
本
・

２
　
浄
書
本
完
成
に
至
る
ま
で
の
中
間
形
態
を
留
め
る
本

書
陵
部
本
・
京
大
本
・
東
大
本
・
有
造
館
文
庫
本

３
　
浄
書
本
を
も
と
に
独
自
の
注
を
加
え
た
本

静
嘉
堂
本

さ
ら
に
現
存
す
る
彰
考
館
本
四
十
六
冊
は
、
編
纂
過
程
の
早
い
段
階
の
姿
を
留
め
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

個
々
の
伝
本
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

謝
辞
　
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
連
図
書
館
に
篤
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）
久
保
田
収
氏
「
水
戸
義
公
の
学
問
的
業
績
」『
大
日
本
史
の
研
究
』
日
本
学
協

会
・
立
花
書
房
、
昭
和
32
年
）

（
２
）
茨
城
県
史
料

近
世
思
想
編

大
日
本
史
編
纂
記
録
』
429
ペ
ー
ジ
（
茨
城
県
立
歴

史
館
編
集
、
平
成
元
年
三
月
刊
）

（
３
）
元
禄
四
年
刊
の
『
参
考
太
平
記
』
に
は
、
こ
の
刊
行
目
録
は
載
せ
て
い
な
い
。

（
４
）・（
５
）『
大
日
本
史
編
纂
記
録
』
245
「
盛
衰
記
刪
定
記
事
」（
京
都
大
学
文
学
部
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尚
古
館
古
文
書
室
蔵
）

（
６
）
注
（
１
）『
大
日
本
史
の
研
究
』。
松
尾
葦
江
氏
「
参
考
源
平
盛
衰
記
に
つ
い
て
」

『
新
定
源
平
盛
衰
記
』
第
一
巻
所
収
一
九
八
九
年
、
新
人
物
往
来
社
）。
松
尾
葦
江

氏
「
参
考
源
平
盛
衰
記
研
究
ノ
ー
ト
（
１
）〜（
４
）」『
新
定
源
平
盛
衰
記
』
月
報

１
・
２
・
３
・
５
（
一
九
八
九
年
〜
一
九
九
一
年
、
新
人
物
往
来
社
）

（
７
）
高
知
県
立
図
書
館
お
よ
び
阪
急
池
田
文
庫
に
つ
い
て
は
現
在
の
所
在
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
無
窮
会
神
習
文
庫
本
は
抄
本
で
あ
る
。

（
８
）『
津
市
図
書
館
蔵
　
有
造
館
文
庫
目
録
』（
津
市
図
書
館
発
行
、
平
成
一
六
年
）

五
一
頁
所
載
。

（
９
）
賜
蘆
文
庫
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
孝
庸
氏
「
宮
崎
記
念
館
蔵

平
家
物
語
（
平
家

吟
譜
）
に
つ
い
て
」（『
平
家
吟
譜

宮
崎
記
念
館
蔵
平
家
物
語
』
瑞
木
書
房
、
二

〇
〇
七
年
一
二
月
）
四
九
九
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
10
）
拙
稿
「
成
簣
堂
文
庫
本
『
源
平
盛
衰
記
』
訓
読
索
引
稿
」（『
大
阪
工
業
大
学
研

究
紀
要
』
人
文
社
会
編
第
五
〇
巻
二
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
参
照
。

（
11
）
二
〇
〇
八
年
一
一
月
三
〇
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
第

三
八
〇
回
例
会
（
於：

青
山
学
院
大
学
）
に
お
い
て
、「『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
所

引
　
古
本
系
『
源
平
盛
衰
記
』
写
本
の
本
文
―
静
嘉
堂
文
庫
本
の
検
討
を
中
心

と
し
て
―
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

（
12
）
拙
著
『
源
平
盛
衰
記
の
基
礎
的
研
究
』（
二
〇
〇
五
年
二
月
、
和
泉
書
院
）

（
13
）
注（
12
）
拙
著
参
照
。

（
14
）
松
尾
氏
注（
６
）「
参
考
源
平
盛
衰
記
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
15
）
上
野
博
物
館
本
は
現
在
の
所
在
不
明
。
塙
氏
温
古
堂
本
は
京
都
大
学
付
属
図
書

館
蔵
本
が
該
当
す
る
。
し
か
し
、
調
査
報
告
に
記
し
た
と
お
り
完
本
で
は
な
い
。

（
16
）
史
蹟
集
覧
本
（
徳
川
昭
武
本
）
を
、
元
禄
時
の
第
一
次
完
成
本
と
す
る
こ
と
に

は
も
う
少
し
慎
重
を
期
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
参
考
本
と
の
比
較
か
ら
、

そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
る
。

（
17
）
史
蹟
集
覧
本
の
引
用
書
目
に
つ
い
て
は
注（
６
）
松
尾
氏
に
略
解
題
が
あ
る
。

（
18
）
皆
川
完
一
氏
「『
尊
卑
分
脈
』
書
名
考
」（
新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
月
報
62
）

（
19
）
書
陵
部
本
・
京
大
本
・
東
大
本
に
は
、
浄
書
本
完
成
に
至
る
ま
で
の
中
間
形
態

の
痕
跡
が
他
に
も
指
摘
で
き
る
。

（
20
）
拙
稿
「
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
写
本
再
考
―
書
写
者
玄
菴
三
級
の
検

討
を
通
し
て
―
」（『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
三
集
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
和
泉
書

院
）。
中
御
門
宣
衡
は
、
後
陽
成
院
近
臣
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
写
本
を
書
写
し
た
三
級
と
も
近
し
い
関
係

に
あ
っ
た
。
後
陽
成
院
の
周
辺
に
い
た
二
人
の
人
物
が
、
盛
衰
記
の
写
本
作
成
に

携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
点
は
興
味
深
い
。
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